
189

原

幼児期のBMIおよびその変化と

10歳時の肥満との関連

田 島 孝 子

新潟大学大学院医歯学総合研究科地域疾病制御医学専攻

地域予防医学講座小児保健学分野

(主任 :斎藤昭彦教授)

The Study of the Relationship between Body Mass Index During Preschool Period and 

Obesity at 10 years of Age

Takako TAJIMA

D)'visjonofCh3'idhealth,DepaFimentofCommunJ'UPTmentiveMeal.Cl'ne,

NL'1.galaUnI'versL'UGraduateSchoolofMedicalandDentalScL'ences

(DIzTeCtOr:ProfAkihlkoSNTOU)

要 旨

本研究は.乳幼児健康診査時のBMIおよびその変化が,小学校高学年の体格に関連すること

を明らかにし,小児期からの生活習慣病予防対策に資することを目的とした.新潟県五泉市の

小学校 5年登,男子307名,女子297名を対象に,独立変数として,出生体重,出生体重 SDス

コア,出生時BMI,1.5歳時BMⅠ,3歳時BMI,6歳時BM王,従属変数として小学校 5年生 4月

時の肥満度を用い検討 した.10歳時の肥満とやせは,男子でそれぞれ 56名 (18.2%),4名

(1.3%),女子で32名 (10.8%),9名 (3.00/a)であった.4分位法による検討では,1.5歳時-

6歳時BMIの第4分位は,第 1-第3分位に比し10歳時の肥満度の平均が高く,肥満の頻度も

多かった.3歳時から6歳時のBMI分位の推移の検討では,3歳時 BMI第 4分位かつ 6歳時

BMI第4分位で,10歳時に肥満であった者は,男子25名 (44.6%),女子 21名 (65.6%)であ

った.男子では,3歳BMI第 1-第3分位かつ6歳時BMI第4分位で,10歳時に肥満であった

者は,21名 (37.5%)と女子に比し多かった.一万,10歳時のやせの者は,ほぼ3歳時BMI第

1分位かつ 6歳時BMI第 1分位であった.10歳時に肥満であるオッズ比は,3歳時BM1-1.5
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歳時BMH △BMH3歳,i.5歳))減少群かつ 6歳時 BMI-3歳時 BMI拍 BMまく6歳,3歳))

減少群を lとすると,△BMI(3歳,1,5歳)減少群かつ △BMI(6歳,3歳)増加群で男子

8.94,女子4.38,ABMI(3歳,i.5歳)増加群かつ△BMI(6歳,3歳)増加群でtPJ子26.27,女

f-28.19であった｡小学校高学年の肥満予防には,3歳児健診時にABM王(3歳,1.5歳)増加者

に対 して,適切な生活習慣や体重測定を指導 し,BMIの増加を抑えることが有用と考えられた.

1歳6か月児健診,3歳児健診,就学時健診は,ほとんどの小児が保護者とともに受診する健診

である.日常生活習慣が確立する前であり適切な生活習慣の指導には適 した時期と考えられる.

幼児期のBMIおよびその変化をもとに,介入すべき例に対して適切な生活習慣を指導すること

は,生活習慣病 予防対策として有用と考えられた.

キ-ワード:乳幼児健診,BMI,肥満,やせ,小学生

緒 言

我が国の大 きな健康問題である肥満,高血圧,

脂質異常症などの生活習慣病の発症は,遺伝的体

質と小児期か らの生活習慣によって発症すると考

えられている.また,小児期の肥満度,BMI,也

症,ヨレステロ-ルは,成人期にかけて トラッキ

ングする 1)2)3).したがって,生活習慣病対策は小

児期から開始 されるべ きである.

さらに,胎児期から乳幼児期の成長とその後の

生活習慣病 との密接な関連が指摘 されてお り,成

人病胎児起源説 (Ba洩er説) とAdiposityre-

boundとい う考えが提唱 されている.成人病胎児

起源説は,低出生体重児ほど,後の生活習慣病の

発症 が多い とい う概 念で ある 4). また,Body

massindex (kg/m2,BMI)は,乳児期か ら幼児期

にかけて減少し,6歳前後で最低値 とな り,その

後成長 が終fす るまで増加す る.Adiposityre-

boundとは,BMlが最低 となる年齢が早いほど,

将来肥満になりやすいという概念である 5),いず

れの概念 も,国内外における疫学研究で指定的な

報告がなされており6)7),胎児期や乳幼児期か ら

の生活習慣病 予防対策が重要 と考えられている,

現私 小 児期における生活習慣病予防対策は,

多くの場合,小学校高学年以降の児童生徒を対象

に した生活習慣病健診が行われている.しか し,

①小児の生活習慣病健診は,すべての自治体で実

施 されておらず,受診率が低い健診 もある.②す

でに生活習慣病が発症 している児童生徒が少なく

なく,その事後指導が困難である.という問題 も

あり,実効ある生活習慣病予防対策がなされてい

るとは言い稚い 8)

一方,1歳6か月児健康診査 (健診),3歳児健

諺,就学時健診は,ほとんどの小児が保護者 と共

に受診す る,また,この時期は小学校高学年ほど

生活習慣が確立 してお らず,かつ,生活習慣病の

発症 も少ない.したがって,生活習慣病予防対策

を開始する時期として優れていると考えられる.

本研究の目的は,出生体重,1歳6かfl児健診,

3歳兇健診,小学校入学時の BMIと小学校高学年

の肥満 とやせの関連 を検討 し,乳幼児健診時に,

将来の肥満の リスク因子を明 らかにすることであ

る.本研究の結果は,乳幼児健診か ら始 まる生活

習慣病予防対策の疫学的根拠 となり,実効性のあ

る小児期からの生活習慣病予防対策の進展の一助

となると推測 される,

対象 と方法

対象は,平成 18年度および 20年度,新潟 県五

泉市立小学校 5年生 に在籍す る児童生徒,男 子

307名,女子 297名であり,総在籍数の 54.5%で

ある.小学校の記録か ら,小学校 5年生 4目時

(10歳時)の身長,体重および小学校入学時の身
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義,体重を調査 した.また,母子健康手帳から在

胎週数,出生身長,出生体重,1歳 6ヶ月兇健診時

の身長と体重,3歳児健診時の身長と体重を調査

した.さらに,在胎遁数相当の出生体重SDスコ

ア,出生時 BMi,1歳 6か月児健診時 BMI,3歳

児健診時BMI,小学校入学時 BMI,小学校 5年生

4月時の肥満度を貸出した.体格の指標として,

肥満度とBMIによる肥満の評価は,6.5歳未満,

男子で 16.5歳以降,女子で 14.5歳以降では,身長

に関わらずよく一致する9).したがって,本研究

では,小学校入学時までの体格評価には,算出が

容易なBMIを用い,小学校 5年生4月の体格評

価には性別 ･年齢別 ･身長別標準体重を用いた肥

満度を用いた.肥満度の判定は,肥満度-20.0以

下をやせ,- 19,9%-+ 19.9%を標準,+

20.0%以上を肥満と判定した iO)

調査の実施にあたっては,五泉市教育委員会お

よび対象者の保話者に対して本調査研究について

説明し,文書で同意を得た.また,本研究は,新潟

大学医学部倫理委員会の承認を得ている (平成

21年 1月7札 受付番号808).

出生体重および幼児期のtSl,11と

川歳時の肥満との関連の検討

出生体重,出生体重 SDスコア,出生時BMl,i

歳6か胃児健診時 (1.5歳時)BMI,3歳兇健言射寺

(3歳時)BMI,小学校入学時 (6歳時)BM王を4

分位法で 4群に分け,各群の 10歳時の肥満度の

平均を一 元配置分散分析およびpoSthoctestとし

てTukey-Kramerの HSD検定で比較検討 した.

また,各群の 10歳時の肥満度の判定 (標準,肥

潤,やせ)の頻度を尤度カイ2乗検定で比較検討

し,ロジスティック解析を用いて,各群の 10歳時

に肥満であるオッズ比を求めた.

また,3歳児健診時 BM王および 6歳時 BMIを

それぞれ4分位法で4群ずつに分け,10歳時の肥

満度の平均を二元配置分散分析および posthoc

testとしてTukey-Kramerの HSD検定で検討 し

た また,肥満度の判定 (標準,肥楓 やせ)の頻

度を,尤度カイ2乗検定で検討した

ま9ま

1.5歳時-3歳時～6歳時のBlllの変化と

111歳時の肥満との関連の検討

小児期の BMIは,乳児期から減少し,6歳前後

に最低値 となり,その後増加する.したがって,

一般的には 1.5歳時 BMI>3歳時 BMI>6歳時

おこった例では,1.5歳時 BM貫く 3歳時 BMI<6

歳 時 BMIあ るい は 1.5歳 時 BMI>3歳 時

BM王<6歳時 BMIというパターンをとる.した

がって,早期の adipos豆tyreboundと10歳時の肥

満との関連を検討するために,以下の方法で検討

した.

3歳時 BMI- 1.5歳時 BMI(△BMI(3歳,

1.5歳)) と6歳暗 BMI-3歳時 BM王(ABMI

(6歳,3歳))を算出した.ABMI(3歳,1.5歳)

およびABMI(6歳,3歳)を増加群,あるいは

減少群の群ずつに分け,10歳時の肥満度の平均を

二元配置分散分析および post hoctestとして

Tukey-Kramerの HSD検定で検討 した.また,

各群の肥満度の判定 (標準,肥満,やせ)を尤度

カイ2乗検定で検討 し,ロジスティック解析を用

いて,各群の 10歳時に肥満であるオ ッズ比を求

めた.

統計解析は,JMP9.02(Sa§hs翫utelnc.,Cary,

NC,USA.)を使用した.

結 果

表 1に,対象のプロフィールを示す,身長 SD

スコア,肥満度とも全Lx]平均よりも大きい傾向の

ある対象であった.10歳時の肥満度の判定は,男

子で,やせ 4名 (1.3%),標準 247名 (80.5%),

肥満 56名 (18.2%),女子でやせ 9名 (3.0%),

標準 256名 (86.2%),肥満 32名 (10.8%)であ

った.各体格指標の 25パーセンタイル値,50パ

-センタイル値,75パ-センタイル値は,男子で

それぞれ,出生体感では2873g,3195g,3475g,也

生体重 SDスコアでは- 0.54SD,+ 0,llSD,+

0,75SD,出生時 BMIでは 12旦 且2.8,13.7,1.5歳

時 BMIでは 15亙 16.4,17.2,3歳時 BMIでは,
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義 l 対象のプロフィール

93{-(n=307) 女 f-(n二二297)

イf:-節 (歳) 日).5 ± 0,3 ( 10.0 - 10.5 - ll.0 ) 川.6 ± 0∴ミ ( iO,0 - 日).6 - ll.0 )

HFを三時身綻 (cm) 197 ± 2.2 ( 一PL3.5 - 50.O - 56.0 ) 19.2 ± 2.2 ( 38.0 - :19.5 - 5,-1.7 )

拙′圭二時休養 (g) :うlS二王 ± /150 ( l740 - 3ig5 - /l那ョ ) 二号O96 ± 436 ( 1340 - 3122 - .4204 )

川ノ妻三体蚤SL)スコア ィ.0.15 十 1.03 ( 2.60.-､ 十0.日 .- 十3,97 ) +O.1日 ± 0.96 ( T2.80---- 十机 上こち -+2.70 )

山′卯寺RMl(k鍔/m‥≡) i2.8 十二1.3 ( 8,8 --- i2.8 16.6 ) 12,7 ± 1,2 ( 7.9 -- 12,7 ー7.4 )

l歳6ケ月健診身長-fc托l) {n∴う 士 2.8 ( 73.2 - 81,3 89,2 ) HO.2 ± 2.6 ( 7l.7 - 料).2 -....87.5 )

:機 矧治身長(cm) 95,5 t こう,6 ( 衿/L0 -- 95∴3 - 川5,6 ) 9,I.5 --i-3.5 ( H5,/l 9LL5 - 105,1 )

3歳健譜を身長S｢)ス コ ア 40.2こう士 l.02 ( .-2.5R-.- +0.22 寸2.89 ) +(),:36 ± ().99 ( -2∴う3- +0_33 -.-十3,89 )

ニit,語解語月だ'_渦度(‰) +0_肖 ± fi.5 ( -21.f1- -0.1 - +/日.2 ) +i,tS± 8.5 ( .....2(),9- 十0,9 十二39.1 )

3歳矧 ぎ今机pn(kg/m2') 15.9 =i二 l∴3 ( 12∴弓 - 15,7 - 22.6 ) 15.7 こ._iw_I.3 ( 12.2 15.6 - 21./i )

小′判 イ卜身長(C【I1) 日7.7 二t 5.i ( 105.2 日8.0 - i:弓2.() ) 117.2 -号-5.2 ( ]Ol一.2 117.0 王:与3.9 )

小学川:-休航(kg) 22.2 :弓,t3 ( 日.7 2LR - IH.L1 ) 217 ±こう.7 ( 日.6 .. 21.0 淵.6 )

小学校1隼川 .身長sr)スコア ･.ト0.23 二と.:.I.()2 ( -2∴うj +0,21 卜こき.2～) ) +0.27 ± l,0】 ( -1.96 - +0.16 - 十:i.85 )

小学5叶.ノ-I.jj身壬を(clu) トノ】0.1 ± 6.:7; ( 122.2 -- 卜相.i - 160,() ー 141.3 十 7.1 ( l2一,8 1.40.9 -- 160∴与 )

小学5年川 休航(kg) :35.7 ± 臥1 ( 21,2 33.日 ---65.2 ) 35.1 ± 7.4 ( 22.6 -- 33,4 .65.1 )

15.0,15.7,16.8,6歳時 BMIでは,14.6,15.6,

16.6であった.女子でそれぞれ,出生体重では

2850g,3122g,3370g,出生体重 SDスコアでは-

0.49SD,+0.13SD,+0.85SD,出生時 BMIでは

12.0,12.7, 13珠 1.5歳時 BMⅠで は 15基 15.9,

16,7,3歳時 BMIでは,14.8,15.6,16.4,6歳時

BM王では,14.5,15且 16.6であった.以上をもと

に ,4群 に 分 け た .

蓑 2に , 出 生 体 重,出生体重 SDスコア,各年

齢のBMI4分位ごとの 10歳時の肥満度の平均±

標準偏差を示す.一元配置分散分析により男女と

も1.5歳時 BMI,3歳時 BMI,6歳時BMIでの解

析モデル全体で肥満度の平均値に有意な違いがあ

っ た .posthoctestに よ る 各 群 間 の 比 較 は 以 下 の

とおりである.1.5歳時 BM王では,男子で 第 4分

位 が 第 1分 位 お よ び 第 2分 位 よ り 有 意 に 高 く , 女

チでは,第 1分位が,第 2-第 4分位に比 し 有 意

に低かった.3歳時 BMIでは,男子で第 3分位が

第 1分位より,第 4分位が第 1-第 3分位に比 し

有意に高かった.女子では,第 2-第 3分位が第

1分位に比 し有意に高 く,第 4分位が第 1-第 3

分位に比 し着意に高かった.6歳時 BM王では,盟

女とも第 1分位<第 2分偉く第 3分泣く第4分位

と階段状に有意に高かった,出生体乳 出生体重

SDスコア,出生時 BMIでは,4群問に有意な差

はなかった

泰3に,出生体重,出生体重 SDスコア,各年

齢のBMI4分位ごとの 10歳時の肥満度の判定を

示す.男子では,3歳時 BMI,6歳暗BMIの第 4

分位で肥満の頻度が高 く,6歳時 BMI第 1分位,

第 2分位で肥満になったのは 1例のみであった.

女子では,1.5歳時 BMI,3歳時 BMI,6歳時 BMI

で,第 4分位の 10歳時の肥滴の頻度が高かった.

3歳時あるいは6歳時 BMI第 1分位,第 2分位で

肥満になったのは,2例のみであった.また,10

歳時にやせであったすべての例 (男子 4名,女子
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表 2 各年齢の体格指標の 4分位ごとの 10歳時の肥満度の平均の比較

193

第1分位 第2分1;!二 第3分相 第4分位 ANOVA P

-1!7-均 .十 SF) (n) ･F/-.均 ± SD (n) 平均 土 S王.) (∩) -～.ド均 ± sr:) (rl)

男子(307名) 山幾 三 体 巌 +:う.i 土.ニ I残.1 (77) +3.4 士 1臥7 (8O) pを..4.2 ± 1(p与.2 (73) 卜.1.8 ± 16,7 (77pj 0 ,937

=′LA_休臣民Sl_)スコア 十1.4 士 i6.0 (77) 44.5 ± 18∴3 (76) +3.9 .::と 18.1 (77) +5/7 二ヒ 17.2 (77) O.lは9

lLHl/L時BうMl -す.1.6 ± 16.0 (77) +2.4 ± lR.7 (77) -4.2 士 i8.1 (76) +,4.3 ± す6.ち) (77) 0.856

1.5歳帆l… -i.H 土 18.1 (77) +2.4 ± 16.7 (77) 1-./l ∴ 与 士 i5.2 (76) ÷10.5 ± 】7.I.a (77) ☆† 0,00 0 t

3歳ー与MT 4.7± 16.7 (77) ･与0.8 ± i3.i (76) 十6.2 1::16.4 (77) ☆ ･.ト13.ー ± 18.】 (77) ☆†‡ く0.00 0 1

6歳lSMl 1 ()∴う± 7.5 (77) -3,7 ± 7▲0 (76) ti) +5,8 ± 12.6 (77) ☆† 十23.5 ± 17,3 (77) ☆†‡ <0.000ー

,HE./手:_体重Si)スコア -i.4 ± i/1.5 (7̀ノ3) -0.8 =1 1/1.日 (74) 42,9± 14.4 (7,i) +3,0 士ニ ト等.2 (75) 0.120

LHlL時BMl 1.2 ± 147 (7.才) +0.9 ± 15.9 (.74) +I.7 二七 日.2 (75) 十2.14 二 l3.2 (74) 0.∠喜77

1.5歳B九,考l 1.9 士 13.2 (73) +0.円 ± 13.2 (75) a) +I,0 ± 3IL3 (アS-) ☆ 与6.7 士 15.3 (74) 求 く0,0001

3歳ENI --9.0 士 9.5 (75) A..-2.6 ± 9.() (72) ft) 十2,4± 12.9 (75) ☆ '1.2,8 = 15,8 (75) ☆†‡ く0.0001

6歳BMt -lO,臼 ± 9.2 (75) ㌔..1,3 .土 7.3 (73) t且) ･2.3 ± H,1 (7/:り ☆† り6.:3 1二 l5.1 (75) ☆†‡ く0.0001

rlbkey-KTamerのHSD検'ii'･,*;p<0.05vs 約1分位､千,-p<0.05vs第2分位､辛,Ip<0.05vs第3分位

蓑 3 各年齢の体格指標の 4分位ごとの 10歳時の肥満度評価の比較

第1分位 第2分位 第3分位 泊 第川津!-_ x2 〟

男子(307名) 辻椎 体FYII 1 61 12 2 62 16 059 i/1 i 62 日 3.2 0.780

日隼体範IS首〕スコア ∵ 6▲.1 ll 1 59 16 1 63 13 0 tH 16 4.3 0.63÷穏

日勺:_l廟iMT 】 60 16 り 63 12 0 63 13 1 tit 15 3,6 0.732

1.5品馴如きMl 2 67 8 i 62 トl i 63 12 い 55 22 1L2 0.082

3歳Ll封うMl 3 66 8 i 67 8 0 64 13 0 50 27 25.′i 0.0003

6歳r廟うM盲 -/隻 73 00 75 1 O 68 9 0 31 ･は 131.5 <0.000i

女 子-(297名) 蔓購三体薮 '/? 69 4 5 60 9 1 60 13 I 67 6 lLり 0.087

I'購.三体範sE)スコア 3 6!盲 7 ･l 62 8 1 6!-1 9 I 66 8 :ち.5 0.75i

=′j.‥:.時BMJ 3 65 6 り 64 8 :i 62 jO モ 65 8 2.5 0.R7′】

1.5歳時呈3M互 5 63 5 1 65 6 0 68 7 い 60 遥4 18.7 0.0046

3歳時日h/官1 9 66 0O70 2 0 68 7 0 52 23 69.3 く0.000 1

6歳時Ⅰ3_Ml 9 65 1 0 72 I 0 72 2 0 47 28 89∴う く0.0001

応答U)等矧 触こ対する検定(尤度カイ2乗検定)

9名)は,男子では,6歳暗BM王第 1分位,女子

では3歳時と6歳時にBMI第 1分位であった.

女子の 6歳時 BMI第 2分位,第 3分位 147名の

柄 ,3名 (2.0%)のみ,10歳時に肥満であり,そ

の他は標準体格であった.

各年齢のBMI第 1分位を基準とした10歳時に

肥満であるオッズ比は,男子では,1,5歳時 BMI

第 4分位で 3A5(95% CI:1.48…8.81), 3歳時

BMI第 4分位で 4.66(2.03-ll.76)であった.

女子では,1.5歳時 BMI第 4分位で3,17(1.14-

10.29), 6歳時 BMI第 4分位で 44.09(8.94-

798.60)と有意に高値であった.男子の 6歳時

BMIおよび女子の 3歳時 BMIでは第 1分位から

10歳で肥満になった例がいなかったので,男子で

は,6歳時,女子では3歳時でのオッズ比はもと

めなかった.
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寮4 3歳時および6歳時 BMI4分位の 10歳時の肥満度の平均の比較

6歳緯肌 u 主汁
十'毒と別 分位 第1分位 第2分位 取i/))位 第ノけ沖Ji:

e]ll-川)7才l) 3歳時帆号ー 第i分位 1 日 う± 7.6 (,iH) -5.9 土 6.2 日8) -j.23.円± 粥.7 (:3) 十28:1-i:.:2:Ll は) ･1.7士 は.7 (77)

第2分位 ㌔/.こ)メ.M/.17 (2二号) ･2.7 ± 7∴う (:i()) 1..7.0十 日.7 ri5) j22.8± l3.2 (9) +0.8± 1こう.1 (76)

節:t分位 -6 .I,う り) 星.ヨ ± 4.2 (73 +,1,0± il.2 (26) +22,0土 i7.9 (-1:;) り:日 = 18,1. (77)

,ill 王()∴弓士 7,5 (77) こう.7±二7.() (_76) +5.8± 12.6 (77~) --2:i.5 =ヒ 17,3 (77)

L段 .､ドff)1標準偏差1-

下段 ,範州

二flIi牡zFだll分散/))析

男 (:こじテ′Lや_体 ､l:=5LLこう,l'/0,00()五､3歳時HMI,ド(),9,p-0.[110､6歳時INl;[ト87,0,メ().0()0】､交引 乍川]:卜1.2,!'-0.32呈

女 子 :モ ナ jLiL_体 ;I:1 7fiJ',().i)0()に37,L歳時帆11こi.ゝ2.帆 l'一00502､錨糾 約 日,f'-36.8,〆0.f)0()1､交封印 了,トlJう,Fro.230

TukeyのtlST)検'liI((i-0.050)

ij3t-,3歳時】Nl･打抜叢なし､6歳時tN】,第王/))位1第2分位ノ第3分位〈芽H/))棉

な き〆-3歳 時 】Nl･什臼jl:なし,6歳時1約11,第1分位く冴‡2'Jjtlゝ且′ーく第3分位(取1'))ィ､'/

義5 3歳時および 6歳時 BM王4分位ごとの 10歳時の肥満度評価の比較

6歳時日<Vu

第1分位 6歳時BMⅠ2'Jy位 6歳時恥貫王3'J}位 6歳時日MI4分位 計

性別 分 位 やせ 標準 肥満 やせ 林 肥満 やせ 標準 肥満 やせ 肥満 やせ 標準 肥満

リ十十十-(ニ与〔)7/鶴) 3歳時lう＼1与 第1分位 :3 ･15 0 ()18 り 0 1 2 0 i) 6 3 66 8

第2分位 i∵∵ 0 り28 i0 13 2 0 ′l 5 1 67 8

取弓分位 0 5 ()り∵∵ 0 030 こう 0 ∫ 1日 0 6 Li 13

∴トト亘∵ 0 10 ()/() り 2/違 り 0 Ⅰト 25 O ∴り27

,亨1 1 73 0 ()75 10モ消 与.) 0:り ･iti 4 2/音7 56

A,T-(297号′l) :ミ歳時11111 第1分位 9 ･150 0 16 0 0 ○ 0 () 0 f) 9 66 0

第2分位 0 16 0 025 0 O 2:1 0 0 5 2 0 70 ∵

第3分位 0 r1 i01)6 102Ⅰ 00 17 .7 0(消 ∫

第L.1分位 り ().0 00 5 0 022 り O 25 2ま052 23

応答U)等'酎′卜に対せる検定(ノ損資力イ2乗検 定 )

男子 :x2二日0.2,I)'0.0001

女子:x2-i25凡 〆0.0001
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表6 △BMI(3歳時- 1.5歳時)およびABMI(6歳時-3歳時)と10歳時の肥満度の平均の比較

減少 増加

平均 ± Sl) (∩) 平均 -i:sr) (n) 平均 ± Sま〕 (∩)

男子(307名) Af3Mt(3歳､1.5歳) 減少 - 2.7 ± 12.0 (150) +9∴う± 18.6 (92) 十1.8 ± 呈5.9 (242)
増加 -0.6 ± l2.2 (33) +2ころ,8 ± 19,9 (32) +ll,4 ::_し 20.4 (65)

計 -2.4 士 l2,0 (183) + 1 3.0 土 20.0 (124) +3.9 二を:.二17.4 (3()7)

女子(297名) ABMT(3歳､1.5歳) 減少 -6.1土 10.7 (lid) +3.0 ± 13.8 (85) -2.2 土 12.9 (199)
増加 +1.O と IO.6 (61) + 】7.7 ± 17.0 (37) +7.3 ± 15.6 (98)

計 -3 .6 土 11.2 日75) +7.5 ± 16.2 (i22) +0.9 十 14.5 (297)

上段:平均±標準偏差

二元配置分散分析

ABMI(3歳､L5歳)=3歳時BM卜 1.5歳時臥iLA担M梱 歳､3歳)=6歳時BMI-3歳時HMI

男子 :モデル 全体;F=43.6,〆0.0001､ABMI(3歳､1.5歳);F(13.6,p(0.0001､A飢朋(6歳,3歳);I,I-67.3,p(0.0001､交 杖
作用 ;fr=臼Jh FO.0043

女子 :モデル全体 ;F=48.5,p(0,0001､A軌机 :磯 ､L5歳);I/(ノil.7,p(0.0001､AfうMl(6歳､3歳);I/=59.7,p(0.0001､交妊
作用 ;r=5.9,ifO.01 6 0

TukeyのHS｢)検定(α-0,050)

男7-:AHMH3歳､i,5歳);減少<増加､A‡州7(6歳､3歳);減少く増加

女子:ABMl(3歳､i.5歳):減少<増加､AをうMl(6歳､3歳):減少<増加

嚢7 △BMⅠ(3歳時-1.5歳時)および△BM王(6歳時-3歳時)とiO歳時の肥満度評価の比較

At3Ml(6歳､3歳) 計
減少 増加

やせ 標準 肥満 計 やせ 標準 肥満 計 やせ 肥満 汁

野上f-(307名) △ⅠiMt(3歳､1.5歳)) 減少 4 139 7 ま50 0 64 2日 92 1 203 35 242
増加 0 30 3 33 い 1E4 iS 32 0 44 21 65

計 4 1.69 10 183 0 7日 ･16 124 ･1 2.ノi7 56 307

増加 0 57 4 nl 0 21 16 37 0 78 20 98

ABMI(3歳､1.5歳)=3歳時EN 卜 1.5歳時BMI､ArうMl(6歳､3歳)=6歳 時13M卜 3歳時IミMl

応答の等質性に対する検定(尤度カイ2乗検定)

男子:x2=62.6,p(0.0001

女子こx2=48.1,p(0.0001

195
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義8 ABM首(3歳,1.5歳)および△BMI(6歳,3歳)を減少群あるいは増加群で

2群ずつに分類した場合の10歳時に肥満であるオッズ比 (95%信頼区間)

ABMT(6歳､3歳)

減少群 増加群

上目＼lt(3歳､1.5歳) 男子(307名) 減少群 1,00 8.94 ( 3.90 -23.20 )

増加群 2,04 ( 0.42 - 7.82 ) 26.27 ( 9.77 -78.40 )

女子(297名) 減少群 i.00 4.38 ( 1.26 -20.23 )

AHMI持歳､I.5歳巨3F,捌 輔 M7-1.5歳時日＼′日､ABMH6歳∴i歳)=6歳時tjM卜 3J,tJ馴寺zN 王

△肌 侶3歳､1.5歳)減少群かつ ABMH 6歳､3歳)減少群をオッズ比 1 としたC

表4に 3歳時および 6歳時 BMI4分位ごとの

10歳時の肥満度の平均±標準偏差を示す.二元配

置分散分析により,男女とも解析モデル全体およ

び 6歳時 BMIで有意な偏 りがみ られた.3歳時

BMIと 6歳時 BMIの間に交互作用はなかった.

posthoctestにより,男女とも6歳時 BM王で第 1

分位<第 2分泣く第 3分偉く第 4分位と階段状に

有意に高 くなっていた.

表 5に 3歳時および 6歳時 BMI4分位ごとの

10歳時の肥満度の評価の度数を示す.尤度カイ2

乗検定により解析モデル全体で有意な偏 りがみら

れた.男子では,3歳時 BMI第 4分位77名の内,

43名 (55.8%)が 6歳時 BMI第 4分位になり,

その内 25名 (58.1%)が 10歳時に肥満になっ

た.3歳時 BMI第 1-第 3分位 230名の内,34名

(14.8%)が 6歳時 BMI第 4分位になり,その内

21名 (61.8%)が 10歳時に肥満になった.また,

3歳時 BMI第 1分位で 6歳時 BMI第 3分位にな

った 3例中2名が 10歳時に肥満になった.女子

では,3歳時 BM王第 4分位 75名の内,46名

(613%)が 6歳時 BM王第 4分位になり,その内

21名 (45.7%)が iO歳時に肥満になった.3歳

時 BMI第 1-第 3分 位 222名 の 内 , 29名

(13.10/o)が 6歳時 BMⅠ第 4分位になり,そnF勾

7名 (24.1%)が 10歳時に肥満になった.3歳時

BMI第 1分位で 6歳時 BMI第 3分位,第 4分位

になった例はいなかった.10歳時にやせであった

例は,男子では,3歳時 BMI第 1分位あるいは第

2分位で 6歳時 BMI第 1分位の場合のみであっ

た.女子では,3歳時 BMI第 1分位で 6歳時 BMI第 1分位の場合のみであった.

表 6に.上IiMI(3歳.1.5歳)および上1号MI

(6歳,3歳)を減少群ある川 ま増加群で2群ずつ

に分類 した 10歳時の肥満度の平均±標準偏差を

示す.二元配置分散分析により,男女とも解析モ

デル全体,ABM王(3歳,1.5歳)およびABMI

(6歳,3歳)で有意な偏 りがみ られた.△BMI

(3歳,1.5歳)と△BMI(6歳,3歳)の間に有

意な交互作用がみ られた.posthoctestにより,

男女とも△BMI(3歳,1.5歳)かつ △BMI(6

歳,3歳)の増加群の肥満度の平均が最も高かっ

た.

表 7に,ABMⅠ(3歳,1.5歳)およびABMl

摘歳,3歳)を減少群あるいは増加群で 2群ずつ

に分類した 10歳時の肥満度の評価の度数を示す.

尤度カイ2乗検定により解析モデル全体で有意な

偏 りがみられた.男女とも△BMI(3歳,1.5歳)

かつ△BMI(6歳,3歳)の増加群に最も肥満が

最も多かった.また,△BMI(3歳,1.5歳)かつ

△BMⅠは歳,3歳)の減少群に最 もやせが最も

多かった.

表 8に,ABMI(3歳,1.5歳)およびABMI

(6歳,3歳)を減少群あるいは増加群で2群ずつ

に分類 し,10歳時に肥満であるオ ッズ比を,A
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BMI(3歳,i.5歳)かつABM王(6歳,3歳)の

減少群をオッズ比 1として示 した.ABMI(3歳,

i.5歳)減少群かつ△BMI(6歳,3歳)増加群で

男子8.94,女子4.38,ABMI(3歳,1.5歳)増加

群かつ△BMI(6歳,3歳)増加群で男子 26.27,

女子28.19と有意に増加した.

考 案

出生体重と10歳時の肥満との関連

Yuらは,出生体萌と肥満発症との関する13の

論文のメタアナリシスをし,出生体重 4000g以下

に比 し,4000g超えでは,肥満になるオッズ比は

2.07倍であり,2500g未満の低出生体重児と,肥

満発症の関連はなかったと報告 した 11).我が国

におけるこれまでの疫学研究でも,出生体重と肥

満関連の代謝異常あるいは2型糖尿病の発症との

関連は報告されているが,肥満自休の発症との関

連は報告されていない6).本研究でも,班生体亀

出生体重 SDスコア,出生体重 BMIとの関連はみ

られなかった.今後,さらに規模の大きい研究に

期待したい.

乳幼児期のBMlと10歳時の肥満とやせとの関連

これまで多くの日本人を対象にした肥満の乳幼

児期から思春期以降への トラッキング現象に関す

る研究が報告されている.中村らは,愛媛県で3

歳児健診から中学校 3年生まで484名を前方視的

に検討し,肥満のある3歳時が中学 3年生で肥満

になる危険率は4.9倍と報告 した 12).Yoshimaga

らは,鹿児島市で男子12,588名,女子 12,264名を

小学校 1年生から6年生まで調査し,小学校 1年

生時にBMIが95パーセンタイル値以上群が小学

校 6年生にBMIが95パ-センタイル値以上にな

るオッズ比は,小学校 1年登時の45-55パ-セ

ンタイル値群に比 し,男子35倍,女子 64倍であ

ったと報告 した 13),塚田らは,石川県で20歳を

対象にした成年健康調査を受診した男子 1,080名,

女子 1,234名を3歳児健診まで後方視的に検討し,

3歳時 BMI18以上では,15未満の者に比 し,20

歳時にBMI25以上になる割合は,男子で6.3倍,
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女子 29.5倍であったと報告した 1).数馬らは∴首

都圏の高校 1,2年生,男子 196名,女子 261名を

3歳,6歳,9歳,15- 16歳と後方視的に調査し,

以下のように報告している1隼 3歳時あるいは6

歳時に肥満群であったものは普通群に比 し,それ

ぞれ男子で約4倍,約 9倍,女子で約 7倍,7倍の

高率で 15- ま6歳時に肥満になった.3歳時ある

いは6歳時にやせ群であった例から15-16歳時

に肥満になったものは 1名もいなかった

本研究ではき1.5歳時 BMIと3歳時 BMI,6歳

時 BMIの第 4分位では,10歳時の肥満度の平均

が明らかに高かった.特に,6歳時 BMIでは,10

歳時の肥満度の平均が第 1分泣く第 2分位<第3

分泣く第4分位となっており,トラッキング現象

がみられた.また,男子では,3歳時 BMI,6歳時

BMIの第 4分位で他の群よりも肥満になる頻度

が高かった.特に 6歳時 BMI第 4分位では,

59.7%が 10歳時に肥満になっていた.逆に,10

歳時の肥満だった56名の内,46名 (82.1%)那

6歳時 BMI第 4分位であった.また,6歳時 BMⅠ

第 1分位,第 2分位で 10歳時肥満になったもの

は 1例のみであった.10歳暗にやせであった4例

はすべて,6歳時 BMI第 1分位であった.女子で

は,1.5歳時 BM王と3歳時 BMI,6歳時 BMIの第

4分位他の群よりも肥満になる頻度が高かった.

女子では,3歳時 BMI,6歳時 BMIの第 4分位で

は,10歳時に同程度の頻度は,30.7%と37.3%と

男子ほど差がなかった.旦0歳時の肥満だった32

名の内,28名 (87.50/a)が6歳時 BMI第 4分位

であった.また,6歳時 BMI第 1分位,第 2分位

で 10歳時肥満になったものは2例のみであった.

10歳時にやせであった9例はすべて,6歳時BMI

第 1分位であった.BMI第 1分位に比 し,第4分

位は,1.5歳以降,有意にオッズ比が高い.i.5歳

時第 4分位よりも3歳時第4分位,さらに6歳時

の BMI第4分位の方が,10歳時の肥満に移行し

たすい.したがって,男子では,3歳児健診以降,

女子では1歳6か月児健診以降の体重増加に気を

つけ,6歳時にBMI第 4分位に移行しないように

することが,学童期の肥満を予防することになる

と考えられた.
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.3歳時から6歳時の l主＼廿I分位の推移 と 10歳時

の肥満とやせとの関連

男子では,3歳時,6歳時ともBMI第 4分位の

例だけでなく,3歳時BMI1-第 3分位から6歳

時第4分位へ移行した例でも61.2%は,10歳時

に肥満になっている.すなわち,10歳時の肥満予

防には,6歳時 BMI第 4分位にならないように3

歳児健診から注意することが有用と考えられる.

山方,女子では,10歳時に肥満である例は,3歳

時,6歳時ともBM喜第 4分位和利が多い.3歳時

BMI2-第3分位から6歳時第4分位へ移行した

例の24.ま%が肥満なっているが,T3子に比 し少な

い.したがって,女子では,3歳時 BMI第 4分位

にならないように∴1歳6か月児健診から注意す

ることが有用と考えられる.一万,10歳時のやせ

のほとんどは,3歳時,6歳時ともBMI第 1分位

である.3歳児健診時からの注意が有用と考えら

れる.

Alil･II(.3歳.1.5歳)および△Iil:tI(6歳.3歳)

と10歳時の肥満との関連

市川らは,274名を出生時から12歳まで前方視

的に検討 し,ABMI(3歳,1.5歳)増加群では,

12歳時の動脈硬化指数や高血圧のオッズ比が高

いと報告 した 15).松下らは,小学生 73名を対象

に後方視的に検討し,ABMI(3歳,1.5歳)およ

びABMI(6歳,3歳)増加群では,小学生時の

腹囲/身長比が 高 いと報告 した 16)

本研究でも,ABM王(3歳,i.5歳)あるいは△

BMI(6歳,3歳)増加群の方が,低 ,群に比 し

10歳時の肥満度の平均 も高 く,肥満の頻度 も高

い.特に△BMI(6歳,3歳)増加群の方が,A

BMI(3歳,i.5歳)増加群よりも10歳時肥満 と

の関連が強い.adiposityreboundの時期では,A

BMI(3歳,i.5歳)増加の方が,ABMI(6歳,3

歳)増加 よりも酎 1. したがって,adiposity

reboundの概念からは,ABMI(3歳,1.5歳)増

加がABMI(6歳,3歳)増加より,その後の肥

満と関連することになる8ところが,本研究の結

果は,その逆であったが,adiposityreboundが学

期に起 きても△BMI(6歳,3歳)を減少 させる

ことで,将来の肥満を予防できる可能性を示唆 し

ている.

結 論

小学校高学年での肥満を予防するためには,A

BMI(6歳,3歳)を減少させることが重要である

ことが明 らかになった.特に,3歳児健診時にA

BMI(3歳,1.5歳)が増加している例に対して,隻

活習慣や体重測定を指導 し,その後の急激な体重増

加,BMIの増加を抑えることが重要と思われる.西

相らも,小学校 l年生の体格,生活習慣との3歳時

のそれと強い相関を示 しており,より早期からの介

入が効果的であろうと報告している17),3歳児健診

での生活習慣指導により,適正な体重増加を実現す

ることにより,6歳時 BMIを25-75パ-センタ

イルにできれば了J､学校高学年で肥満ややせである

亀険性が少ないと考えられる.また,6歳時BMIが

75パ-センタイル以上あるいは25パーセンタイル

未満であっても,保護者に対して,肥満ややせにな

るリスクが高いことを説明し,そ瑚 嚢の生活習慣の

改善により,肥満ややせを予防することも可能と思

われる.

従来の小児期からの生活習慣病予防対策は,小学

校高学年や中学生を対象にした生活習慣病健診を

契機に実施されることが多い.しかし,その時期の

小児は,すでに肥満をはじめとした生活習慣病を発

症 していることが少なくい.また,すでに生活習慣

が確立しかけており,その修正が国難である.した

がって,多くの肥満が思春期から成人に移行す竃と

いわれている.-;jf,1歳6か月児健診,3歳児健診,

就学時健診は,ほとんどの小児が保護者とともに受

診する健診である,この健診の受診者全体に対 し生

活習慣病予防対策を実施すると共に,BMⅠおよび

その変化をもとに介入すべき例に対して適切な生

活習慣を指導することは,生活習慣病予防対策とし

て有用と考えられる.従来の生活習慣病予防対策に

加え,幼児期からの対策を加えることで,小児期か

らの生活習慣病予防対策が,さらに実効性のあるも

のに前進すると期待できる.
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